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吉 永 研 究 室
研究室には遠赤外分光房究のグル-プとL,ニザ-研究のグループがある｡
遠赤 外分 光 の グルー プ












に行われている｡ 赤外スペク トルもフォノンスペク トルという開係か ら
tTeVival'interesも"が生 じてきて多くの漸定が行われ.いろいろな俄合物
の臨界点における振動数の億が解薪 されているo 赤外スぺク いt,として現われ
る現象には (a)光学的に活性な基準振動紅よるもctl(単音子過程) , 桐種々
の振動分技の間の結合によるも_め (多音子過程) , (C)不純物などの格子欠陥








































レー ザー グJt/- プ
1. 吉永 , 大塚 , 山中 .
ネオン ･-9ユームを用いた 15p位までの赤外線ガスレーザー及び水義気を
L , /< - I
用いた約 100pまでの達赤外ガスレーザーを製作しているOこれらはプラズマ
濃度の研究に用いる予定もあるO









渡 辺 研 究 室
結晶解析には数値計算が切 り離せないO 計算を能率 よく行うために結晶屋は
早くから各種の図表 ,ノモグラフその他を工夫してきたo又､云はば単能の計
算機とも云う可きものも試みられ,例えば尋井忠二博士の考案されたフ- 9エ
級数の求:和晩のようなもの.又それを東気的紅行うもめなども工夫されてきた.
こq)様な器戒の中で目だって有効であった卯 ま.Pepinskyの作ったⅩ-RAG
と云う名で呼ばれた二次元のアナロング計算稔であるO著者も1951- 195
fi
3年の2年間同教授の研尭室に過してこの器械を使わせて貰ったO筆者の帰っ
た後日本から1･-0名近くの給晶屋がこの器械に世話になったわけである. この
器械は二次元の等高線として結晶内恵子密痩分布 (又は同感な式や表はされる
関数値)を与えるが.次第に複雑な結晶を扱う様になって三次元の解析が必要
となり残念乍らこの器械はさほど有効ではなくなった｡
話は前にさかの1まるがi戦後.日比谷にSCAPゐ図書館が開設されてアメ9
カ文けんが読める様になって.研究室の者が代 り合って夜行で上京し.夢中に
なって筆写やマイクロフィルムにおさめて帰った時代があるOこの時Pauling
と SchoⅧikeTが結晶解析や電子線回折に会計計算機を使用しているのを知り
幸い武田薬品工業に同じ雇類の器械があり､多少の時間を使わして貰えたので
大崎健二君や岡谷美治君などがこれのお世話になることができたO筆者C)滞米
時代糾 まアj リー.Aでも電子計算機がようやく実用化されてきて､学傘などでの
報告が行われはじめた時代である｡帰国後.大阪でも電子計算機をほしいと思
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